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ブロック塀等の安全対策について 

 

 区では、平成 30 年 6 月の大阪府北部地震のブロック塀倒壊事故を受けて、「通学路及び避難路」

に面するブロック塀等を対象としたブロック塀等改修工事助成制度を創設し、助成制度の利用促進

に努めてきました。しかしながら、危険ブロック塀等の解消には至っておらず、通学路等以外にも

危険ブロック塀等が存在し、相談も多数寄せられていることから、令和２年度から「区内全域」の道

路に面する塀を対象とする新たな助成制度を創設することにしましたので、現行制度の実績とあわ

せ、以下のとおり報告します。 

 

１ 新たな助成制度の概要 

（１）対象路線 

① 幅員４ｍ以上の通学路 

② 緊急輸送道路として東京都耐震改修促進計画に記載された道路 

③ 上記①、②を除く幅員４ｍ以上の建築基準法及び道路法の道路 

（２）助成対象 

  次に掲げる要件を満たすブロック塀等の撤去または撤去・新設費用の一部（新設のみを除く） 

(ア)  対象路線に面するブロック塀、組積造の塀、万年塀（いずれも土留め一体の塀を含む） 

(イ)  道路面から高さ 80 ㎝以上のもので、ブロック塀点検のチェックポイント（別紙）に掲げ  

る基準のいずれかを満たしていないもの 

(ウ)  上記（ア）、（イ）に関わらず、区長が特に必要と認めるもの 

（３）助成額 

対 象 工事種別 助成額 限度額 

対象路線①、②に面

するブロック塀等 

撤去 撤去費用の 2／3 50 万円【75 万円※】 

撤去及び新設 撤去及び新設費用の2／3  100 万円【150 万円※】 

対象路線③に面する 

ブロック塀等 

撤去 撤去費用の 2／3  50 万円【75 万円※】 

撤去及び新設 撤去及び新設費用の2／3  50 万円【75 万円※】 

※いずれも助成額算定では、撤去費用は 23,000 円／ｍ【34,000 円／ｍ※】を超えないこと 

※【】内の金額は土留め一体の塀の場合 

 

２ 事業規模 

  年間  ５０件（５か年合計２５０件） 

※ 新たな助成制度については、実績を踏まえて効果検証を行い、導入後５年を目途に見直しを

実施することとする。 



３ 他事業との連携 

（１）狭あい道路拡幅整備事業 

狭あい道路のうち通学路については、平成 30 年 11 月に、拡幅整備を伴う塀等の撤去・新設

工事に対する助成制度（重点整備路線及び整備地区と同等）を設けたところである。今回創設す

る４ｍ以上の路線を対象とする新たな助成制度では、対象を区内全域に拡大することから、狭あ

い道路についても、これまで助成の対象ではなかった通学路以外の路線を加えた制度を新たに

設け、塀等の撤去と拡幅整備を推進していく。 

（２）接道部緑化助成事業 

現行の制度と同様に、新たな助成制度の対象となるブロック塀等の撤去後に接道部緑化（生け

がき・植え込み・フェンス緑化）を行う場合にも、本助成制度の対象とする。 

 

４ 平成 30 年度及び令和元年度助成実績（令和２年 1月 31 日現在） 

 平成 30 年度（11 月～3月） 令和元年度（4月～1月） 

助成件数 14 件 12 件 

助成額 11,104,000 円 15,134,000 円 

 

５ 今後の取組みについて 

① 令和２年４月１日より実施（予算成立後） 

② 助成制度の周知（広報すぎなみ、区公式ホームページ、各種イベント、町会等回覧板等） 

及び相談会の開催 

③ 通学路及び避難路沿道の危険ブロック塀等を主に、個別訪問等による改善勧奨 
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